
免震点検口・ZEB
留学生

停電・断水対策

✓

1.5　採光補正係数ｄ/ｈ×10-1　4ｍ→1以上

✓
✓
✓

must Best

HP×1

3階
屋上庭園
50

✓

✓
✓

✓

✓

3グループ

CH3

6×
3F

1×
3F

1×
3F

1×
3F 1階又は外部にゴミ一時置スペース

1階Best

席のみ

1階

1階
1階

80人×作業スペース2㎡/人以上＝160以上 
                     must80×1.5＝120
300×1.5＝450※辺長比2～3長辺段床目安※
must300×0.8＝240※レイアウト必須※

免震点検口から構造、ZEBパッシブ技術クールヒートトレンチ温度体感等
防災　落下防止、ガラス割れ、外壁落下等　入退館管理

利便性と快適性
バリアフリー+留学生・視覚及び聴覚
→点滅式音声誘導灯等

視認性及び開放性（閉鎖感が無く立ち入りやすい等）

免震層立上り等、揺れによる干渉防止クリアランス、クリアランスの隙間防止→クリアランスに駐車場や植栽不可（歩行及び車通行可）
特定天井+器具落下防止

一部基礎ピット中水利用、屋上雨水貯水槽、自然換気、太陽光→風力小型発電機+蓄電池補助
非常用電源キュービクル

専用空調室、床吹き出しダクトPAC
居住域の快適性、コールドドラフト対策　
一時避難等で利用も想定

南向き　入射角度30°
EPS付近受変電設備と非常用電源キュービクル（周辺1ｍ空ける）
雨水侵入しない構造と各配管等の立上り上部
室外機と空調用ＰＳ近接

HP
と
メンテ

①×0.8→検討不要
②-1+1ｍ免震  3　　　 　41　　　　　4

3
3

29

41×29

7ｍまで6ｍ道路

②-2：（3.9×2+6）×1.5＝20.7 →総5階（CH3より）NG
→1スパンセットバック5階OK

基準階35×29
基準階3層：要求室よりBest
総5階建の場合の後退距離
基準階CH4.2×3+1～2階CH4
+0.7+0.1＝21.4
（21.4÷1.5-6）/2→5

塔屋等含めて最大想定
（25.6÷1.5-6）/2→6

41×29（1189）
+基準階35×29（1015）
39×29（1131）の
二案で低層階を大きくするか
基準階を大きくするか未配置検討

③1680×4＝6720 要求室合計≒3000×2→6000/1131→5階建〇～6階建△

基準階
製図室
計700
235/F

研究室
計900㎡
以上
300/F6室

会議室
30/F

30/F

ゴミ保管庫
6/F
1Fゴミ置場15

講堂450
14×32　ＦＬ2.6ｍ
1+2Ｆ　2Ｆ＋３Ｆ

×1.6㎡/人
Ａ128Ｂ128
Ｃ80Ｄ80

図書100

カフェ50

事務室50
ＥＨ100
防災備蓄35
守衛室15
教務30
医務室15

受水槽室50

消火Ｐ15

ＡＨＵ
15/Ｆ

1131

事務室50　ＥＨ100
防災備蓄35　守衛室15
教務30　医務室15
受水槽室50　消火Ｐ15

計310

+124 1131→697

製図室
計700

研究室
計900

会議室
30/F

ゴミ保管庫
6/F
1Fゴミ置場15ラウンジ

30/F

（700+900）÷3+30+30+6≒600 +210

屋上庭園50

1131→271

Ａ128Ｂ128
Ｃ80Ｄ80

図書100
カフェ50

+170 1131→545

講堂450

講堂450

+112.5
→134.5

→95

低層階1189基準階1015にしても
HP建物内となり、大差無い。
基準階増やすよりも1階の階高を上げて
講堂上部を使用できるように検討

講堂450 P84
建物外でも
上階影響なし

+112.5
→192.5
→108.5

→393
+60図書100

カフェ50

1015→155

（700+900）÷3+30+30+6≒600 +210

屋上庭園50

製図室
計700

研究室
計900

会議室
30/F

ゴミ保管庫
6/F
1Fゴミ置場15ラウンジ

30/F

1189→697+124

1189

事務室50　ＥＨ100
防災備蓄35　守衛室15
教務30　医務室15
受水槽室50　消火Ｐ15

計310

短辺13～×長辺～35
35-3-3＝29列
13-3＝10→16席
300÷16→20列　CH+2ｍ

1189→603

+170Ａ128Ｂ128
Ｃ80Ｄ80

0.1+6+4.32+0.6＝11.02　道路斜線OK
0.1+6+4.32×4+3＝26.38　26.38÷1.5-6-3.9-3.9≒4ｍ→6ｍセットバックＯＫ
1189×2+965×3＝5273OK

選択肢：4パターン
1：建築ボリューム 39×29 or 41×29（基準階35×29）
×
2：1階講堂（東西アプローチ確保→北又は南で横長配置）
     or
     2階講堂（東西センターコア型で縦長配置）
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免震点検口・ZEB
留学生

停電・断水対策

✓

1.5　採光補正係数ｄ/ｈ×10-1　4ｍ→1以上

✓
✓
✓

must Best

HP×1

3階
屋上庭園
50

✓

✓
✓

✓

✓

3グループ

CH3

6×
3F

1×
3F

1×
3F

1×
3F 1階又は外部にゴミ一時置スペース

1階Best

席のみ

1階

1階
1階

80人×作業スペース2㎡/人以上＝160以上 
                     must80×1.5＝120
300×1.5＝450※辺長比2～3長辺段床目安※
must300×0.8＝240※レイアウト必須※

免震点検口から構造、ZEBパッシブ技術クールヒートトレンチ温度体感等
防災　落下防止、ガラス割れ、外壁落下等　入退館管理

利便性と快適性
バリアフリー+留学生・視覚及び聴覚
→点滅式音声誘導灯等

視認性及び開放性（閉鎖感が無く立ち入りやすい等）

免震層立上り等、揺れによる干渉防止クリアランス、クリアランスの隙間防止→クリアランスに駐車場や植栽不可（歩行及び車通行可）
特定天井+器具落下防止

一部基礎ピット中水利用、屋上雨水貯水槽、自然換気、太陽光→風力小型発電機+蓄電池補助
非常用電源キュービクル

専用空調室、床吹き出しダクトPAC
居住域の快適性、コールドドラフト対策　
一時避難等で利用も想定

南向き　入射角度30°
EPS付近受変電設備と非常用電源キュービクル（周辺1ｍ空ける）
雨水侵入しない構造と各配管等の立上り上部
室外機と空調用ＰＳ近接

HP
と
メンテ

①×0.8→検討不要
②-1+1ｍ免震  3　　　 　41 4

3
3

29

41×29

7ｍまで6ｍ道路

②-2：（3.9×2+6）×1.5＝20.7 →総5階（CH3より）NG
→1スパンセットバック5階OK

基準階35×29
基準階3層：要求室よりBest
総5階建の場合の後退距離
基準階階高4.2×3+1～2階階高4
+0.7+0.1＝21.4
（21.4÷1.5-6）/2→5

塔屋等含めて最大想定
（25.6÷1.5-6）/2→6

41×29（1189）
+基準階35×29（1015）
39×29（1131）の
二案で低層階を大きくするか
基準階を大きくするか未配置検討

基準階
製図室
計700

研究室
計900㎡
以上

会議室
30/F

30/F

ゴミ保管庫
6/F
1Fゴミ置場15

講堂450
14×32　ＦＬ2.6ｍ
1+2Ｆ　2Ｆ＋３Ｆ

Ａ120Ｂ120
Ｃ90Ｄ90

図書100

カフェ50

事務室50
ＥＨ100
防災備蓄35
守衛室15
教務30
医務室15

受水槽室50

消火Ｐ15

ＡＨＵ
15/Ｆ

屋上
庭園
50

講堂450 P84
建物外でも
上階影響なし

+112.5
→192.5
→108.5

→393
+60図書100

カフェ50

1015→155

（700+900）÷3+30+30+6≒600 +210

屋上庭園50

製図室
計700

研究室
計900

会議室
30/F

ゴミ保管庫
6/F
1Fゴミ置場15ラウンジ

30/F

1189→697+124

1189

事務室50　ＥＨ100
防災備蓄35　守衛室15
教務30　医務室15
受水槽室50　消火Ｐ15

計310

短辺13～×長辺～35
35-3-3＝29列
13-3＝10→16席
300÷16→20列　CH+2ｍ

1189→603

+170Ａ128Ｂ128
Ｃ80Ｄ80

0.1+6+4.32+0.6＝11.02　道路斜線OK
0.1+6+4.32×4+3＝26.38　26.38÷1.5-6-3.9-3.9≒4ｍ→6ｍセットバックＯＫ
1189×2+965×3＝5273OK

①

⑤

③

⑦

⑥

⑧

②

④

41

29

41

29

353535 66

29

センターコア型

講堂
450÷29
→15.5+0.3

④6

② D
②C

①

①
AB

（128+128+80）÷（29-6）
→14.5+0.3

12
8÷
15
.8

→
8×
2

→15.5+0.3

→15.5+0.3

29
-2
2

→
7

80÷7-6
→6→13.5

③P

⑤

⑤
22×16＝352

⑥
図書室

カフェ

⑦
製図室

⑧ 研究室
×2室

研究室
×3室 ⑧⑧

→7→12.5 →7

ラウンジ

会議室

39

29

39 39

29 29

偏心コアⅡ型

P

①
AB D
②
C 図書室

カフェ

④ 講堂 ⑦ 製図室

⑧

⑧

研究室

研究室

屋上
庭園
50

ラウンジ

7

会議室

（
12
8+
12
8+
80
+8
0+
10
0）
÷
39

→
13
.3

2.5
+3
.5+
2.5

→
8.
5

29
-8
.5-
13

→
7.
5

採光考慮してCDを北側に配置

DC

450÷13→34>39OK

×4

×2

コア配置微調整してEH視認性確保

39

29

39 39

29 29

偏心コアⅡ型（講堂二階層）

P

A

倉庫
WC

WCWCWC B図書室

カフェ 講堂 講堂上部

製図室

研
究
室

研究室

研
究
室

屋上
庭園
50

ラウンジ

7

会議室

2.5
+3
.5+
2.5

→
8.
5

128÷13.3→10×2
80÷13.3→6.3×2
100÷13.3→7.6　　計40.2>39NG

DC

450÷13→34>39OK

×2×2

×2事務室

EH




